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流
山

＜流山憲法集会＞
集団的自衛権行使で

講師 金子勝さん
（立正大学教授

憲法学･政治学）

５月１７日(土)
流山市北部公民館ホール
開場13：30 開演14：00

資料代500円
駐車場が狭いので乗用車はできるだけ避けるか相

乗りなどでお願いいたします。

日米首脳会談異例の展開
ＴＰＰ交渉の大詰めかと思われた安倍オバマ会談。

土壇場までまとまらずオバマ大統領の離日直前まで

共同声明が出せなかった。徹夜交渉で消耗した甘利

大臣の様子にアメリカ言いなりでない安倍内閣を演

出したのかとも思われるが、尖閣列島をアメリカが

防衛するとの言質にこだわった結果、アメリカ側に

ちゃっかりＴＰＰの実利を取られたとの報道もある。

ＴＰＰが闇の交渉であり不明な部分が多いが、安倍

首相の強引さの結果、日米関係に微妙な軋みがある

ことも事実のようです。

強引に新基地建設
安倍政権が沖縄県民の意向を無視して進めている

辺野古の新基地建設。県民の長年の抵抗に懲りた政

府側は異常な規模の警備を進め、県民の抗議締め出

しを図っています。

防衛省沖縄防衛局が名護市辺野古への米軍新基地

建設に向けて、海底ボーリング調査などを強行する

ために延べ１２５２隻の警戒船の動員を見込んでい

ることが分かりました。

海底ボーリング調査は２００４年に着手されたも

のの、基地に反対する住民らがカヌーなどで海上抗

議行動を展開し、０５年に中止に追い込まれました。

警戒船の大量配置は抗議行動の封殺を狙うものです。

警戒船の目的を若宮健嗣防衛政務官は「工事が順

調に安全に行われることを確保するため」などと説

明。３業務合計で作業期間が延べ５６１日間、警戒

船が延べ１２５２隻にのぼるといい、「仕様書」に

よると、３業務はボーリング調査のほか、サンゴ類

の分布状況やジュゴン監視装置に関する調査を行う

もの。完了期限はいずれも１１月末となっており強

行の姿勢です。

２月の大雪の際、厚木基地の整備用格納庫（神奈川

県大和市）で発生した屋根の陥没で、防衛省は２５

日、海上自衛隊のＰ３Ｃ哨戒機など６機中４機（調

達総 額約３７０億円）が、胴体などの損傷がひどく

修復不能と発表した。保障は税金？

2004年10月27日に海上自衛隊の護衛艦「たちかぜ」

配属の21歳（当時）男性1等海士が飛び込み自殺。自

殺の原因は先輩自衛官からの暴行や恐喝であり、それ

を見過ごしていた組織に問題があるとして、遺族が国

と先輩自衛官を相手に訴訟を起こしていました。

一審の横浜地裁は、自殺の原因を認めたものの約1

億5000万円の賠償請求に対して計440万円の賠償を

命じたに留まりました。

海自ではこの件で「たちかぜ」乗務員に対してアン

ケートを実施しましたが、遺族からアンケートの開示

を求められると、「アンケートは破棄した」と返事。

ところが内部告発によりアンケートが保管されていた

ことが発覚し、海自幹部が謝罪。 今回の東京高裁の

判決では、横浜地裁の判決に加え、「自殺は予見可能

だったこと」、「組織的なアンケート隠ぺいがあった

こと」も認めた上で、約7350万円の賠償を命じまし

た。

ここ10年間の自衛官における自殺者数は、829人、

毎年80人くらい自殺している。他の省庁の倍以上だ

という。自らの命を守れない人が国を守れるだろうか？

内部告発した当の3等海佐を規律違反処分を開始す

ると聞けばなおさら組織の在り様が疑問になります。



５月
５月９日(金)は「おおたかの森駅」

１５:３０～１６:３０です
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カンパはこちらの郵便振替口座へ
００１３０-５-４６４７３５ 口座名 九条の会流山

テーマ：集団的自衛権と憲法９条
日時：６月１０日（火）１８時～

参加申し込み受付中

安倍内閣の改憲暴走がいっそう度を強めています。

２００４年６月１０日、９条を核とする日本国憲法

を「改正」しようとする動きに警鐘を鳴らし、日本

国憲法を守るという一点で手をつなぎ、あらゆる努

力によって「改憲」の企てを阻もうと訴えるアピー

ルを発して発足した九条の会は、来る６月１０日に

１０周年をむかえます。

翌０５年１０月には自民党新憲法草案が発表され、

第１次安倍内閣によって教育基本法の改悪、国民投

票法の制定など、次々と憲法改悪への一里塚が築か

れる状況下、九条の会のアピールに賛同した人びと

の自らできることで改悪を止めようという機運が全

国津々浦々に広がりました。その結果、安倍首相は

退陣し、改憲の勢いは急速にしぼんだと言っても過

言ではないでしょう。その後、民主党政権の誕生、

東日本大震災と福島原発事故――めまぐるしいほど

の社会の変化をへて、いままた第二次安倍政権の下、

憲法は重大な危機をむかえています。

この憲法のあらたな難局を切り開く足掛かりとす

るため、まさに１０年目の６月１０日に講演会を開

催することにしました。お話は、呼びかけ人の大江

健三郎さん、奥平康弘さん、澤地久枝さんなどを予

定しております。

日時：６月10日(火) 開会18時（開場17時）

会場：渋谷公会堂(渋谷区宇田川町1-1 渋谷区役所隣)

参加費：前売1000円（下記申込方法でお申し込み）

当日1500円（前売で定員に達した場合締切）

●参加申込期間：４月14日より５月31日まで、郵

便振替口座にて受付けます。ただし定員で締切。

●参加申込方法：郵便局備付の振替用紙（青色）

に「参加券希望枚数／名前／郵便番号・住所／電話

番号」を書いて、下記の郵便振替口座に参加券代金

（１人1000円)をお振込みください。振込手数料は

ご負担ください。

入場券は郵送します。振込後７日経過しても入場券

が届かない場合は、ご連絡ください。

郵便振替口座：記号番号 00100-9-774293

加入者名 九条の会講演会

連絡先：九条の会事務局 〒101-0065

東京都千代田区西神田２－５－７－３０３

tel03-3221-5075 fax03-3221-5076

Ｅメール mail@9jounokai.jp

原発再稼働・輸出まで
新安全神話と核ゴミ輸入？

安倍内閣は中長期のエネルギー基本計画を閣議決

定。原発を国の「重要なベースロード電源」と位置

づけ、再稼働を進める方針を明らかにしました。そ

して規制委員会の新たな適合審査基準をクリアすれ

ば安全だというすり替えで安全神話を振りまき、再

稼働を急ぐ舞台づくりをしています。新基準はいざ

というときベントで100兆ベクレルの放射性物質の大

気放出を認め、地域防災計画の保証もないことが問

題として指摘されています。（地域防災計画は多く

の自治体でまったく手につかない状態のままです。

膨大な避難民を収容する

当てが全くないからです。）

東京新聞特報部元デス

ク・坂本充孝氏はある講

演のなかで次のように指

摘しています。

自民党は原発事故が起きた３．１１のわずか2週間後

には、もう原発を輸出しようと画策していた。そしていま

進められているベトナムへ原発輸出計画では、原発稼働

による「核のゴミ」である使用済み核燃料は全て日本が引

き取ることになっている。

「核不拡散条約」で核保有国の大国が世界の小国に核

物質を保有させないためであり、それを許していない。ま

してやベトナムはアメリカと戦争をし、アメリカに勝ったベ

トナムに核物質を持たせることをアメリカ自身が許さず、

日本がベトナムに原発を輸出するとなれば、ベトナムで

生じた使用済み核燃料は日本が引き取る義務を負うこと

になる。 こうなれば、今でさえ日本にはこれまでに溜り

にたまった使用済み核燃料を処理できずにその危険が

増している現状の上、さらに次々とベトナムから危険な使

用済み核燃料が持ち込まれることになる。

ベトナムへ原発を輸出しようとしている財界は、安倍自

民党政権には何としても原発再稼働をさせ、国民には命

の危険にさらさせながら、莫大な利益を上げようと狙って

いる。残念ながら、このことをマスコミは全く報道していな

い！

事故直後の放水 蟷螂の斧？


